
「
十
符
人（
と
ふ
と
）」で
は
、
毎
月
、

利
府
の
魅
力
づ
く
り
や
魅
力
発
信
に
貢
献

し
て
い
る
方
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

利
府
町
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
、
定
年
退

職
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
に
参
加
す

る
中
、
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
に
続
い
て『
イ
ヌ
ワ
シ

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
』に
入
会
し
ま
し
た
。
元
々

野
球
フ
ァ
ン
で
、
住
ま
い
も
利
府
球
場
の

近
く
で
す
か
ら
」と
笑
顔
。
現
在
は
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
や
ボ
ー
ル
ボ
ー
イ
を
担
当
。
他

に
チ
ケ
ッ
ト
や
グ
ッ
ズ
の
販
売
、
会
場
整
理

な
ど
、
活
動
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
。「
現
在
は

43
名
の
メ
ン
バ
ー
が
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま

す
。
利
府
の
方
は
人
情
が
あ
た
た
か
く
、

街
も
と
て
も
暮
ら
し
や
す
い
」と
満
足
気
。

「『
フ
ァ
ー
ム
フ
ァ
ン
フ
ェ
ス
タ
』は
じ
め
、

芋
煮
会
な
ど
の
交
流
会
も
あ
り
ま
す
。
若

い
方
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
男
女
問
わ
ず
、

両
手
を
広
げ
て
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
！
」と
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　「
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
の
若
手
選
手
が
成
長

し
て
い
く
過
程
を
こ
の
目
で
見
守
り
、
応

援
で
き
る
こ
と
が
何
よ
り
の
楽
し
み
」と
話

す
の
は
、『
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
利
府
球
場
』で

行
わ
れ
る『
イ
ー
ス
タ
ン
・
リ
ー
グ
公
式

戦
』開
催
時
の
運
営
サ
ポ
ー
ト
を
担
う『
イ

ヌ
ワ
シ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
』一
員
の
石
塚
三
男

さ
ん
。「
目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
試
合

や
練
習
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
剛
速
球
を
肌
で

体
感
で
き
、
ま
た
選
手
た
ち
と
直
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
こ
の
活
動
な
ら

で
は
」と
目
を
細
め
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
で
被
災
し
、
二
世
帯
で
暮
ら
す
新
居
を

探
し
て
い
た
石
塚
さ
ん
。
利
府
町
に
住
ま

い
を
定
め
、
平
成
25
年
に
移
住
。「
初
め
て

※
1

※
2

※1：日本プロ野球のファーム（２軍）リーグの１つ。
※2：他にチケットのもぎり、BSO（カウントボード）操作、音響操作、

会場内での注意喚起などを担当。

利
府
町
民
で
盛
り
上
げ
よ
う
！

『
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
』の
躍
進
！

イースタン・リーグ利府町
イヌワシサポーターズ　ボランティアの皆さん
中央公園野球場で開催される楽天イーグルス主催による公式戦のボランティア
スタッフ。イヌワシサポーターズは2009年4月から活動。2025年シーズンは中央
公園野球場で計5試合開催。楽天イーグルスを応援し、ボランティア活動に熱
意のある高校生以上の方であれば、町内外問わず申込み可能。

石塚　三男さん (菅谷台在住)
2017年に『楽天イーグルス・ファンクラブ』、翌年『イヌワシサポー
ターズ』に入会。『楽天イーグルス利府球場』でのファーム公式戦開
催時の運営サポートを行うボランティアとして活動中。

みつお

11月9日(日)、十符の里パークで「第１回 利府うまうま
祭」が開催され、約3,400人の来場者で賑わいました。
“100年続くお祭りをつくる”を合言葉に、私たち地域おこ
し協力隊GoodMovementは、運営事務局として企画
立案から当日の運営までを担当。利府町の歴史・文化・食
を体感してもらいたいと準備を進めてきました。当日は、
スポーツ流鏑馬、地元事業者による体験や飲食ブース、
ステージ企画など、多世代が楽しめる内容が勢ぞろい。

「百丸」が、利府の海でとれた“石蟹”を使った
新メニュー「石蟹ラーメン」を開発中です。
うまうま祭でいただいたアンケート結果を
もとに現在も味の改良を重ねています。
地元の食材を生かした“利府の逸品”として、
完成後は広くPRしていく予定です。
ぜひ完成をお楽しみに！

公式アンバサダー「名前はまだないうま」の名称が「うま
のせくん」に決定した命名式も大きな盛り上がりとなりま
した。運営事務局長を務めた三浦さんは、「主食がエナ
ジードリンクの日が何日も続きました。苦しいこともあり
ましたが、やり切った達成感が強いです。続けることに意
味があります。皆さんの協力なしに成功に導くことはでき
ませんでした。本当に感動しています。」と振り返りました。
第2回に向けて、町内で実行委員会の体制づくりや、協
賛・ボランティアの方の募集など、動き始めています。
「一緒に盛り上げたい」という方は、ぜひご参加ください!

総務省地域おこし協力隊制度を活用し、利府町の
活性化と社会起業家の育成を目指すプロジェクト地域おこし協力隊地域おこし協力隊地域おこし協力隊Good Movement 活動日記 Vol.22 公式

LINE

第1回「利府うまうま祭」開催しました!

Instagram

〈お問い合わせ〉
利府うまうま祭実行委員会
mail：rifuumaumamatsuri@gmail.com
または公式InstagramのDMへ

石 蟹ラーメン開発中！
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広報りふWEB版
編集後記
新年あけましておめでとうございます。午年の今年は、馬のようにしなやかに颯爽と
駆け抜ける一年となるよう、皆さまと一緒に前に進んでいきたいと思います。
新しい年が皆さまにとって良い一年になるように充実した情報を届けたいと思います
ので本年もどうぞよろしくお願いします。


